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は
じ
め
に

中
世
博
多
の
研
究
は
対
外
関
係
を
中
心
に
進
展
し
て
き
た
。
そ
れ
は
博
多
の
対
外
関
係
史
上
の
位
置
に
由
来
す
る
。
す
な
わ
ち
古
代
以

来
、
博
多
は
使
船
や
貿
易
船
の
発
着
港
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。
古
代
・
中
世
の
日
本
と
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
琉
球
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
関
係
を
み
る
場
合
、
貿
易
港
と
し
て
の
博
多
の
位
置
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
博
多
自
体
も
、
こ
う
し
た
対
外
貿
易
に
よ

っ
て
都
市
的
発
展
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
都
市
博
多
の
内
部
構
造
の
問
題
に
目
を
転
じ
る
と
、
研
究
は
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
。
都
市
の
白
、
治
や
町
の
結
合
、
都
市

民
の
存
在
形
態
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
ひ
と
え
に
、
博
多
の
都
市

構
造
を
明
確
化
す
る
史
料
が
き
わ
め
て
乏
し
い
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

室
町
期
の
博
多
を
代
表
す
る
貿
易
商
人
宗
金
に
関
す
る
研
究
も
、
か
か
る
傾
向
が
研
究
に
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宗
金
と
外
国
と

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金
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の
関
係
、
な
か
ん
づ
く
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
考
が
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
都
市
博
多
と
宗
金
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
部
分
的
に
言
及
は
な
き
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
研
究
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
理
由
は
、
先
の
博
多
の
都
市
構
造
研
究

が
進
展
し
て
い
な
い
理
由
と
同
様
で
あ
る
。
宗
金
に
関
す
る
史
料
は
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
『
李
朝
実
録
』
『
海
東
諸
国
紀
』
『
老
松

生
日
本
行
録
』
等
の
朝
鮮
側
史
料
で
あ
り
、
日
本
側
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
所
見
が
な
い
。
博
多
の
中
世
史
料
に
い
た
っ
て
は
、
全
く
関
係

史
料
が
残
存
し
て
い
な
い
。
博
多
に
あ
っ
て
は
、
宗
金
と
そ
の
一
族
は
あ
る
時
期
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
中
世
都
市
博
多
研
究
の
一
環
と
し
て
、
都
市
博
多
と
宗
金
の
関
係
、
表
現
を
か
え
れ
ば
都
市
博
多
に
お
け
る
宗
金
の
位
置

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
問
題
の
究
明
は
、
博
多
の
都
市
構
造
や
自
治
の
形
成
の
問
題
を
考
え
る
際
の
前
提
と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
博
多
で
は
宗
金
と
都
市
博
多
の
関
係
を
明
示
す
る
史
料
は
全
く
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
圏
内
史
料
か
ら
で
は
、
こ
の
問

題
は
検
討
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
宗
金
の
関
係
史
料
が
比
較
的
豊
富
な
朝
鮮
側
史
料
を
主
要
な
素
材

と
し
て
検
討
す
る
。
特
に
『
李
朝
実
録
』
に
み
え
る
宗
金
の
朝
鮮
通
交
時
の
名
称
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
名
称
の
変
化
と
そ
の
意
味
に
つ

い
て
検
討
し
、
そ
の
名
称
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
ま
と
め
る
。
次
に
宗
金
と
ほ
ぽ
同
時
期
に
同
じ
名
称
で
朝
鮮
に
通
交
し
た
九
州
探
題

被
官
板
倉
満
景
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
も
と
に
検
討
す
る
。
さ
ら
に
南
北
朝
・
室
町
期
の
地
域
権
力
と
博
多
の
関
係
を
概
観
し
、
宗
金

の
名
称
の
意
味
を
検
討
す
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。
以
上
の
検
討
を
経
た
上
で
、
宗
金
と
都
市
博
多
の
関
係
を
総
括
し
、
宗
金
が
室
町
期

の
博
多
に
お
い
て
い
か
な
る
地
位
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

「
石
城
管
事
」
宗
金

『
海
東
諸
国
紀
』
日
本
国
紀
筑
前
州
条
は
、
宗
金
の
子
「
護
軍
宗
家
茂
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

乙
亥
年
（
一
四
五
五
〉
来
受
図
書
一
、
受
職
、
富
商
石
城
府
代
官
宗
金
之
子
、
宗
金
大
友
殿
所
差
、
大
友
殿
管
下
、

こ
れ
に
よ
る
と
『
海
東
諸
国
紀
』
は
宗
金
に
つ
い
て
、
「
富
商
」
で
「
石
城
府
代
官
」
で
あ
り
、
「
大
友
殿
所
差
」
と
認
識
し
て
い
る
こ



と
が
わ
か
る
。
「
石
城
府
」
の
「
石
城
」
は
、
元
窟
防
塁
に
由
来
す
る
博
多
の
異
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
石
城
府
代
官
」
と
は
博
多
代

官
を
意
味
す
る
。

康
正
元
年
二
四
五
五

1
世
祖
元
）
七
月
、
朝
鮮
の
兼
判
礼
曹
事
萎
孟
卿
ら
は
、
壱
岐
の
受
職
倭
人
藤
九
郎
に
対
し
て
九
州
の
朝
鮮
通

交
者
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
孟
卿
が
、
「
聞
有
宗
金
者
富
居
、
如
何
人
也
、
有
子
孫
否
」
と
尋
ね
る
と
、
藤
九
郎
は
「
富
人
世
、
又
有
子
孫
、

年
前
八
月
物
故
、
宗
金
之
言
目
、
吾
子
三
人
、
皆
謁
朝
鮮
園
、
独
末
子
未
謁
、
持
伝
図
書
於
末
子
、
往
謁
朝
鮮
、
面
嘱
而
死
、
日
本
国
王
、

賜
御
書
於
宗
金
、
故
到
処
皆
厚
接
、
昔
日
大
内
・
小
ニ
殿
相
戦
時
、
他
富
人
未
免
兵
禍
、
宗
金
得
脱
」
と
返
答
し
た
。
こ
の
問
答
の
部
分

は
『
李
朝
実
録
』
中
、
宗
金
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
箇
所
で
あ
り
、
古
く
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
、
①
朝
鮮
側
（
萎
孟
卿
）
も
藤
九
郎
も
宗
金
を
「
富
居
」
「
富
人
」
と
認
識
し
て
い
る
、
②
宗
金
は
「
年
前
」
す
な
わ
ち
前

年
の
八
月
に
死
去
し
た
、
③
宗
金
に
は
四
人
の
子
が
あ
り
、
上
の
三
人
は
朝
鮮
に
赴
き
、
朝
鮮
国
王
に
拝
謁
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
末
子

に
は
そ
れ
が
な
く
、
宗
金
は
自
分
の
図
書
す
な
わ
ち
朝
鮮
通
交
権
を
末
子
に
伝
え
る
た
め
朝
鮮
に
赴
き
、
国
王
に
依
頼
し
た
、
④
日
本
国

王
（
室
町
将
軍
）
は
「
御
畜
」
を
宗
金
に
出
し
た
の
で
、
宗
金
が
行
く
と
こ
ろ
の
者
は
皆
宗
金
を
手
厚
く
も
て
な
す
、
⑤
昔
、
大
内
氏
と

少
弐
氏
が
戦
っ
た
時
、
他
の
富
人
は
兵
禍
を
免
れ
な
か
っ
た
が
、
宗
金
は
こ
れ
を
免
れ
た
こ
と
、
が
判
明
す
る
。
以
上
の
史
料
だ
け
か
ら

で
も
、
宗
金
が
博
多
の
富
商
で
あ
り
、
「
博
多
代
官
」
と
さ
れ
、
豊
後
の
大
友
氏
や
室
町
幕
府
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
両
史
料
と
も
に
史
料
的
価
値
は
高
い
と
は
い
え
、
海
外
史
料
で
あ
る
か
ら
、
宗
金
が
は
た
し
て
「
海
東
諸
国
紀
』
の
い
う
博
多

代
官
で
あ
っ
た
の
か
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
い
か
な
る
性
格
の
代
官
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
朝
鮮
通
交
上
の
宗
金
の
呼
称
に
注
目
し
た
い
。
宗
金
が
「
石
城
管
事
」
と
い
う
名
称
で
朝
鮮
に
通
交
し
た
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら

れ
て
い
る
。
表
ー
は
宗
金
の
朝
鮮
通
交
上
の
名
称
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
単
に
「
宗
金
」
と
し
か
で
て
こ
な
い
箇
所
は
省

略
し
た
。

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金
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四

宗金の朝鮮通交上の名称

西暦 朝鮮年 日本年 名 称

1420 世宗2・11・己丑 応永27 石城商倭宗金

1425 7・正・了丑 32 日本筑州府宗金

1426 8 • ll・朔 33 日本筑州石城管事宗金

/J 8・12・奏酉 /J 筑州府石城県藤氏宗金

1428 10・2・甲寅 正長元 西海道筑州府石城県宗金

IJ 10・7・甲子 IJ 石城管事宗金

IJ 10・9・庚午 IJ 石城宗金

/J 10・12・辛卯 IJ 九州、i宗金

1429 11・9・成午 永享元 石城小吏宗金

IJ 11・10・壬寅 ／／ 九州宗金

IJ 11・11・辛酉 IJ 日本石城人宗金

IJ 11・12・己亥 IJ 日本石城小吏宗金

1430 12・12・朔 2 日本石城宗金

1432 14・5・庚辰 4 石城宗金

1434 16・12・日酉 6 商倭宗金

1436 18・3・朔 8 日本筑州宗金（子家茂）

1438 20・9・庚戊 10 九州、l宗金

1439 21・3・甲子 ll 日本国石城小吏宗金

1442 24・10・乙卯 嘉吉2 日本国筑州石城小吏宗金

1444 26・6・丁酉 文安元 日本国関西道筑州府石城宗金

1446 28・9・乙酉 3 日本国筑州宗金

1447 29・5・乙未 4 日本関西道筑州府宗金

｝｝ 29・5・丙辰 ｝｝ 日本関西道筑州府冷泉津宗金

1450 文宗0・11・丙辰 宝徳2 日本国関西路筑前州冷川宗金

/J 0・12・朔 IJ 日本国関西路筑前州冷泉宗金

表 l



宗
金
の
朝
鮮
通
交
を
通
安
権
の
面
か
ら
検
討
す
る
と
、
第
一
期
（
図
書
土
木
給
期
）

l
応
永
三
十
七
年
（
一
四
二

O
l世
宗
ニ
）
十
一
月

1
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五

1
世
宗
七
）
十
月
と
第
二
期
（
受
図
書
人
期
）

l
応
永
三
十
二
年
十
月
1
宝
徳
二
年
二
四
五

0
1文
宗

零
）
十
二
月
の
二
期
に
時
代
区
分
で
き
る
。

表
ー
か
ら
宗
金
の
朝
鮮
通
交
上
の
名
称
を
検
討
す
る
と
、
名
称
は
変
化
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
時
期
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
変
化
の
あ
る
方
向
性
は
看
取
で
き
る
。
宗
金
の
名
称
は
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
①

石
城
商
倭
、
②
石
城
管
事
、
③
石
城
小
吏
、
④
石
城
（
筑
州
府
・
冷
泉
津
）
の
四
期
で
あ
る
。
①
石
城
商
倭
は
、
宗
金
の
朝
鮮
初
通
交
時

の
名
称
で
あ
る
が
、
博
多
商
人
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
第
一
期
は
①
の
石
域
商
倭
の
時
期
と
重
な
る
と
理
解
し
て
い
る

が
、
石
城
商
倭
と
い
う
語
の
意
味
自
体
は
一
期
・
二
期
に
共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
②
1
④
の
時
期
が
宗
金
の
朝
鮮
通
交
の
第
二
期

に
相
当
す
る
。
②
の
石
城
管
事
は
、
博
多
を
管
理
・
支
配
す
る
役
人
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
応
永
三
十
三
年
こ
四
二
六

1

世
宗
八
）
か
ら
正
長
元
年
（
一
四
二
八

1
世
宗
十
）
ま
で
の
期
間
に
こ
の
名
称
を
称
し
て
い
る
。
こ
の
名
称
が
真
を
伝
え
て
い
る
な
ら
ば
、

宗
金
は
こ
の
時
期
の
博
多
を
管
理
す
る
役
人
に
就
任
し
た
こ
と
に
な
る
。
③
の
石
城
小
更
は
、
博
多
の
小
役
人
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
石

城
管
事
と
よ
く
似
た
名
称
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
永
享
元
年
（
一
四
二
九
l
世
宗
十
こ
か
ら
嘉
吉
二
年
こ
四
四
二

l
世
宗
二
十
四
）

に
か
け
て
こ
の
名
称
を
使
用
し
て
い
る
。
石
城
管
事
と
石
城
小
吏
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
の
時

期
は
、
「
石
城
宗
金
」
「
筑
州
（
府
）
宗
金
」
「
冷
泉
（
津
）
宗
金
」
な
ど
と
称
し
て
い
る
。
「
筑
州
府
」
は
博
多
と
考
え
ら
れ
、
「
冷
泉
（
津
こ

も
博
多
の
異
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
宗
金
は
、
「
博
多
の
宗
金
」
と
称
し
て
朝
鮮
に
通
交
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
②
③
の
時

期
と
異
な
り
、
「
管
事
」
「
小
吏
」
と
い
う
役
人
を
意
味
す
る
語
が
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
朝
鮮
通
交
上
の
名
称
は
、
お
お
む
ね
宗
金
の
自
称
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
名
称
が
そ
の

ま
ま
実
態
を
表
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
ま
ず
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
都
市
博
多
に
お
り
る
宗
金
の
地
位
に
つ
い
て

は
、
博
多
に
関
係
史
料
が
残
ら
ず
、
他
の
圏
内
史
料
も
そ
れ
を
明
確
に
示
す
も
の
が
な
い
以
上
、
『
李
朝
実
録
』
等
の
朝
鮮
側
史
料
か
ら
考

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

五



中
世
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~ ノ、

え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
①
の
石
城
商
倭
と
④
の
石
城
宗
金
は
と
も
に
一
般
的
な
名
称
な
の
で
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
、

②
の
石
城
管
事
と
③
の
石
城
小
吏
、
さ
ら
に
は
『
海
東
諸
国
紀
』
の
石
城
府
代
官
の
実
態
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
博
多
に
お
け

る
宗
金
の
位
置
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

石
城
管
事
に
関
す
る
研
究
史
と
「
石
域
管
事
」
板
倉
満
景

宗
金
が
「
石
城
管
事
」
「
石
城
小
吏
」
を
称
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
で
す
で
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
宗
金
に
関
す
る
研
究
に
は
、

石
域
管
事
の
意
味
と
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
ず
紹
介
し
て
、
本
題
の
検
討
の
前
提
と
し
た
い
。

宗
金
の
本
格
的
研
究
の
晴
矢
で
あ
る
有
光
保
茂
氏
の
論
考
で
は
、
宗
金
の
名
称
が
発
展
し
て
お
り
、
宗
金
の
貿
易
商
人
と
し
て
の
地
位

が
確
立
し
、
国
家
的
商
人
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
金
の
都
市
博
多
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
、
石
城

管
事
・
石
城
小
吏
の
実
態
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

田
中
健
夫
氏
は
、
日
朝
貿
易
と
博
多
商
人
の
関
係
を
検
討
し
た
論
考
の
中
で
、
宗
金
の
呼
称
の
問
題
に
着
目
し
、
呼
称
の
変
遷
は
そ
の

ま
ま
宗
金
の
経
歴
を
物
語
る
も
の
と
規
定
さ
れ
、
応
永
二
十
七
年
二
四
二

O
）
を
境
に
「
僧
侶
と
し
て
の
宗
金
の
時
代
」
か
ら
「
商
人

と
し
て
の
宗
金
の
時
代
」
に
変
化
し
、
後
者
の
時
代
を
「
商
倭
で
あ
る
時
代
」
と
「
石
域
管
事
時
代
」
に
区
分
さ
れ
た
。
さ
ら
に
次
の
よ

う
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

①
宗
金
が
応
永
三
十
三
年
こ
四
二
六
）
十
一
月
、
図
書
の
贈
給
を
謝
し
て
朝
鮮
に
遣
便
し
た
際
、
「
日
本
筑
州
石
城
管
事
宗
金
」
と
称

し
て
い
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
で
て
く
る
「
石
城
小
吏
」
と
同
義
で
あ
り
、
宗
金
が
博
多
で
何
等
か
の
役
職
に
つ
い
た
こ
と
を
示
す
。

②
平
満
景
も
「
石
城
府
管
事
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朝
鮮
か
ら
与
え
ら
れ
た
職
名
で
は
な
く
、
博
多
を
め
ぐ
る
諸
侯

の
う
ち
誰
か
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
満
景
の
そ
れ
は
渋
川
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
金
に
つ
い
て
は
、

体
誰
か
ら
ど
の
よ
う
な
内
容
の
官
職
に
任
命
さ
れ
た
の
か
明
瞭
に
で
き
な
い
。



『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
石
城
府
代
官
宗
金
」
は
、
大
友
氏
の
代
官
を
さ
す
。
宗
金
が
大
友
氏
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
は
じ
め
た
の
は

正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
以
後
で
あ
り
、
応
永
三
十
三
年
の
石
城
管
事
を
直
ち
に
石
城
府
代
官
と
同
一
の
も
の
と
す
る
に
は
、
な
お
一

考
の
余
地
が
あ
る
。

④
管
事
と
か
代
官
と
か
い
う
役
職
は
、
近
世
初
頭
か
ら
博
多
町
政
の
運
営
に
あ
た
っ
た
年
行
司
の
先
駆
的
な
形
態
を
示
す
も
の
と
み
る

③ 
こ
と
が
で
き
る
。

田
中
氏
の
以
上
の
指
摘
は
、
石
城
管
事
、
石
城
小
吏
、
石
城
府
代
官
に
関
し
て
包
括
的
で
示
唆
に
富
む
見
解
と
い
え
る
。

室
町
期
に
宗
金
と
同
様
、
石
城
管
事
を
称
し
た
人
物
に
、
平
満
景
が
あ
る
。
平
満
景
は
、
一
四
一
八
年
（
応
永
二
十
五
・
世
宗
即
位
年
）

十
月
に
「
関
西
道
筑
前
州
石
城
官
府
」
の
名
称
で
通
交
し
た
の
が
朝
鮮
通
交
の
初
見
で
あ
る
が
、
翌
一
四
一
九
年
（
応
永
二
十
六
・
世
宗

元
）
正
月
か
ら
一
四
二
八
年
（
正
畏
元
・
世
宗
十
）
二
月
ま
で
「
石
城
府
管
事
」
あ
る
い
は
「
石
域
管
事
」
と
称
し
て
通
交
し
て
い
る
。

一
四
二
八
年
二
月
が
通
交
の
終
見
で
あ
る
。

次
に
こ
の
石
城
管
事
と
し
て
の
平
満
景
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
よ
う
。
田
村
洋
幸
氏
は
、
石
城
管
事
を
称
し
た
平
満
景
に
つ
い
て
、

「
な
お
、
当
時
の
博
多
商
人
の
進
出
を
示
す
も
の
と
し
て
、
太
宗
十
八
年
（
一
四
一
八
）
平
満
景
の
対
鮮
貿
易
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
通
交

者
が
北
九
州
の
大
豪
族
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
満
景
は
単
に
博
多
勢
力
を
代
表
す
る
「
石
城
管
府
」
と
い
う
資
格
で
、
大
豪
族
に
伍
し

て
対
鮮
貿
易
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
貿
易
内
容
は
、
香
・
藤
・
胡
概
・
横
榔
な
ど
大
部
分
が
南
海
貿
易
品
で
あ
り
、
ま
さ
に
仲
継
港
と

し
て
の
博
多
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
博
多
商
人
の
本
格
的
な
活
躍
は
、
世
宗
期
を
ま
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
平
満
景
を
博
多
商
人
と
す
る
の
は
後
述
の
ご
と
く
誤
り
で
あ
る
が
、
石
城
管
事
と
同
類
と
考
え
ら

れ
る
「
石
城
管
府
」
を
「
博
多
勢
力
を
代
表
す
る
」
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

平
満
景
が
九
州
探
題
渋
川
氏
被
官
板
倉
満
景
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
川
添
昭
二
氏
で
あ
る
。
川
添
氏
は
、
満
景
が
称
し
た

「
石
城
官
府
」
と
「
石
城
管
事
」
は
同
義
で
あ
る
と
し
、
宗
金
の
石
城
管
事
と
民
部
少
輔
と
い
う
官
途
を
も
っ
た
武
士
・
平
満
景
の
石
域
管

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

七



中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

八

事
は
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
「
満
景
の
場
合
、
探
題
の
博
多
支
配

l
九
州
経
営
に
か
か
わ
る
行
政
的
側
面
の
管
掌
が

強
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
石
城
管
事
」
は
探
題
の
博
多
支
配
を
考
え
る
際
の
要
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
体
が
不
明
な
の
は
残

念
で
あ
る
。
一
つ
の
推
測
で
あ
る
が
、
大
内
政
弘
の
博
多
支
配
を
直
接
に
担
っ
て
い
た
者
と
し
て
、
文
明
十
年
二
四
七
八
）
の
「
正
任

記
」
に
み
え
る
「
博
多
津
下
代
官
」
は
石
城
管
事
を
先
醗
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
の
べ
て
い
る
。

以
上
の
研
究
を
ま
と
め
る
と
、
田
中
健
夫
氏
は
、
石
城
管
事
（
石
城
小
吏
）
を
博
多
の
何
ら
か
の
役
職
で
博
多
を
め
ぐ
る
諸
侯
が
与
え

た
も
の
と
規
定
し
、
『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
石
城
府
代
官
宗
金
」
は
大
友
氏
の
代
官
を
意
味
し
、
管
事
・
代
官
は
近
世
博
多
の
年
行
司
の
先

駆
的
形
態
と
す
る
。
川
添
昭
二
氏
は
、
宗
金
と
平
満
景
の
石
城
管
事
は
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
満
景
の
石
城
管
事
は
探
題
の
博
多
支

配
！
九
州
経
営
に
関
わ
る
行
政
的
側
面
の
管
掌
を
し
た
と
し
、
大
内
氏
の
博
多
下
代
官
は
石
域
管
事
を
先
蹴
と
す
る
と
し
た
。
田
村
洋
幸

は
、
石
城
管
事
は
博
多
を
代
表
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
。

石
城
管
事
の
実
態
を
究
明
す
る
前
提
と
し
て
、
板
倉
満
景
と
博
多
の
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
川
添
氏
は
板
倉
満
景
の
朝
鮮
通
交

に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
が
、
博
多
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
応
永
二
十
七
年
の
宋
希
擦
の
来
日
時
に
両
探
題
の
使
い
と
し
て
一
行

の
接
待
・
護
送
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
朝
鮮
へ
の
主
要
輸
出
品
は
、
博
多
の
仲
継
貿
易
港
と
し
て
の
性
格
を
反
映
す
る
南
海
産
物
資

と
圏
内
産
鉱
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
朝
鮮
貿
易
を
担
っ
た
の
は
博
多
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
板
倉

満
景
が
朝
鮮
回
礼
使
の
海
上
護
送
を
行
っ
た
り
、
朝
鮮
被
虜
人
の
送
還
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
満
景
が
交
通
と
流
通
の
拠
点
で
あ

る
博
多
に
居
住
し
、
か
つ
そ
の
支
配
に
深
く
関
与
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
板
倉
満
景
に
関
す
る
圏
内
史
料
は
、
応
永
三
十
一
年
ご

四
二
四
）
五
月
十
日
、
九
州
探
題
渋
川
義
俊
が
板
倉
民
部
少
輔
（
満
景
）
に
対
し
、
醍
醐
寺
三
宝
院
領
筑
前
圏
構
橋
庄
壱
分
方
半
請
を
同

院
雑
掌
に
沙
汰
付
け
る
よ
う
に
命
じ
た
文
書
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
石
城
管
事
と
い
う
よ
り
、
筑
前
守
護
代
的
な
受
給
文
書
で
あ
る
。
博

多
と
板
倉
満
景
の
直
接
的
な
関
係
で
判
明
す
る
の
は
、
川
添
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
宋
希
環
の
博
多
滞
在
時
、
渋
川
満
頼
・
義
俊



父
子
が
板
倉
満
景
を
し
て
酒
・
魚
果
を
宋
希
環
の
も
と
に
届
け
せ
し
め
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
の
記
事
で
板
倉
満
景
は
、
「
管
領
民

部
少
平
方
景
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
管
領
」
は
博
多
管
領
す
な
わ
ち
石
城
管
事
の
意
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
先
の
三
宝
院
領
の
沙
汰
付
げ

の
事
例
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
九
州
探
題
の
重
臣
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
た
ほ
う
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。

渋
川
氏
被
官
で
博
多
滞
在
中
の
宋
希
環
と
も
っ
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
の
は
、
板
倉
満
景
で
は
な
く
、
「
代
官
」
「
朴
加
大
（
博
多
）
護

送
代
官
」
と
称
さ
れ
た
「
伊
東
殿
」
で
あ
る
。
代
官
伊
東
氏
は
、
日
本
国
王
便
無
涯
亮
侃
ら
と
と
も
に
志
賀
島
に
到
着
し
た
宋
希
環
一
行

を
出
迎
え
、
探
題
の
命
に
よ
り
、
夜
賊
の
襲
撃
を
防
ぐ
た
め
博
多
の
町
の
岐
路
に
門
を
作
り
、
博
多
か
ら
赤
間
関
ま
で
一
行
を
護
送
し
、

帰
路
、
博
多
の
寺
で
病
臥
中
の
宋
希
環
に
酒
を
贈
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
全
て
九
州
探
題
の
命
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
伊
東
氏
は
渋
川
氏
の
「
護
送
代
官
」
と
し
て
朝
鮮
使
節
の
接
待
・
護
送
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
伊
東
氏
の
活
動

を
博
多
に
お
け
る
恒
常
的
な
職
務
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
石
城
管
事
と
は
別
次
元
の
活
動
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
い
。

中
世
後
期
の
地
域
権
力
と
博
多

中
世
の
博
多
は
領
主
権
力
と
は
無
縁
に
、
貿
易
や
流
通
の
展
開
に
よ
っ
て
町
人
た
ち
が
経
済
力
を
蓄
え
、
自
治
都
市
を
形
成
し
た
と
考

え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
蓄
積
さ
れ
た
経
済
力
が
自
治
都
市
形
成
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
中
世
後
期
の
博
多
と
領

主
権
力
の
関
係
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
関
係
は
極
め
て
密
接
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
博
多
は
む
し
ろ
領
主
の
直
轄
都
市
と
し
て
の
要

素
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
領
主
に
よ
る
都
市
支
配
と
自
治
都
市
の
形
成
が
ど
の
よ
う
に
相
関
す
る
の
か
を
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
節
で
は
、
石
城
管
事
・
石
城
小
吏
・
石
城
府
代
官
の
実
態
を
究
明
す
る
た
め
の
第
二
の
前
提
と
し
て
、
中
世
後
期
の
地
域
権
力
と
博

多
の
関
係
を
、
と
く
に
支
配
機
構
に
注
目
し
な
が
ら
み
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
権
力
と
は
、
九
州
探
題
・
守
護
大
名
・
戦
国
大

名
な
ど
、
一
国
規
模
以
上
の
領
主
を
い
う
。

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

九



中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

。

中
世
後
期
の
出
発
点
で
あ
り
、
か
っ
中
世
後
期
の
博
多
の
歴
史
的
展
開
を
規
定
し
た
の
は
、
元
弘
三
年
ご
三
三
三
）
八
月
の
大
友
氏

に
よ
る
博
多
息
浜
（
興
浜
）
の
領
有
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
弘
三
年
八
月
二
十
八
日
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
大
友
貞
宗
に
対
し
、
勲
功
の
賞

と
し
て
博
多
息
浜
を
給
与
し
た
。
息
浜
は
博
多
の
北
側
（
海
側
）
に
位
置
す
る
地
域
で
、
南
側
（
陸
側
）
の
旧
博
多
部
（
博
多
浜
と
も
い

わ
れ
る
）
に
比
べ
る
と
、
新
興
地
に
あ
た
る
。
中
世
の
博
多
は
、
大
き
く
と
の
こ
つ
の
地
域
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
大
友

氏
の
博
多
息
浜
支
配
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
禅
僧
中
巌
円
月
が
記
し
た
「
梅
田
宮
鐘
銘
井
序
」
に
よ
る
と
、
息
浜
を
給
与
さ
れ
た
直

後
の
大
友
氏
は
「
仁
政
」
を
行
い
、
博
多
町
人
が
こ
れ
を
喜
び
、
ま
た
同
氏
は
博
多
の
代
表
的
な
神
社
で
あ
る
櫛
田
宮
を
壮
麗
に
再
建
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
仁
政
」
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
都
市
民
の
信
仰
の
中
心
的
施
設
の
再
建
は
、
大
友
氏
の
博
多
支
配
に
と
っ
て
の

重
要
な
政
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
櫛
田
神
社
は
北
側
の
息
摂
で
は
な
く
、
旧
博
多
部
の
南
端
に
存
在
し
た
神
社
で
あ
る
か

ら
、
領
域
を
越
え
て
造
営
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
博
多
聖
福
寺
直
指
庵
に
寄
宿
し
て
い
た
九
州
探
題
一
色
範
氏
が
、
鎮
西
料
所
・
分
国
と
と
も
に
探
題
の
在
所
を
室
町
幕
府
に

要
求
し
た
結
果
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
八
月
十
一
日
、
室
町
幕
府
は
博
多
を
「
鎮
西
管
領
」
在
所
に
指
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
友

氏
は
博
多
息
浜
の
知
行
権
を
失
い
、
息
浜
は
「
鎮
西
管
領
」
在
所
の
一
部
に
な
っ
た
。
と
の
時
期
の
一
色
氏
の
博
多
支
配
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
息
浜
津
代
官
の
存
在
で
あ
る
。
貞
和
六
年
（
一
三
五

O
）
三
月
十
五
日
、
筑
前
国
息
浜
津
に
「
宋
船
」
一
艇
が
着
岸
し
た
。
「
宋
船
」

と
は
元
船
で
あ
る
。
こ
の
元
船
に
は
、
龍
山
和
尚
以
下
十
八
人
の
日
本
人
禅
僧
と
十
一
人
の
元
人
船
主
が
乗
船
し
て
い
た
。
こ
の
元
船
が

息
浜
津
に
着
岸
す
る
と
、
当
津
代
官
幸
在
が
合
戦
中
で
あ
っ
た
一
色
直
氏
の
軍
陣
に
注
進
し
た
。
こ
の
幸
在
の
注
進
状
に
は
、
「
乗
人
交
名

注
文
」
が
副
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
注
進
を
う
け
た
一
色
直
氏
は
、
三
月
十
七
日
、
こ
の
旨
を
記
し
、
「
巨
細
差
遣
使
者
、
致
其
沙
汰
候
、

追
可
令
注
進
候
也
」
と
の
ぺ
た
注
進
状
を
室
町
幕
府
に
出
し
て
い
る
。
博
多
息
浜
に
外
国
船
が
入
港
し
た
時
に
は
、
息
浜
津
代
官
が
九
州

探
題
に
報
告
し
、
九
州
探
題
が
こ
れ
を
室
町
幕
府
に
報
告
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
北
朝
・
室
町
期
の
九

州
探
題
の
機
能
は
、
幕
府
の
九
州
支
配
の
代
行
者
と
い
う
内
政
的
な
役
割
の
み
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
外
交
上
の
機
能
も
有
し
て
い
た
。



「
鎮
西
管
領
」
在
所
が
博
多
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
九
州
探
題
の
外
交
上
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
息
浜
代
官
は
、
探
題
の
外
交
上

の
職
務
の
代
行
者
と
い
う
性
格
を
も
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
当
然
、
こ
れ
に
任
命
さ
れ
た
の
は
探
題
被
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

南
北
朝
時
代
の
中
期
、
九
州
は
南
朝
勢
力
が
優
勢
と
な
る
。
康
安
元
年
（
正
平
十
六

1
一
三
六
一
）
に
南
朝
軍
が
大
宰
府
を
攻
略
し
て

か
ら
、
応
安
五
年
（
建
徳
三

l
一
三
七
二
）
今
川
了
俊
に
大
宰
府
を
逐
わ
れ
る
ま
で
の
時
期
が
征
西
府
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
間
、
一
三

六
八
年
（
応
安
元
・
正
平
二
十
三
）
の
明
の
建
国
に
よ
っ
て
、
明
と
日
本
と
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。
明
が
九
州
南
朝
の
中
心
で
あ
る
懐

良
親
王
を
日
本
国
王
と
誤
解
し
た
た
め
、
明
と
「
日
本
国
王
良
懐
（
懐
良
こ
と
の
間
で
外
交
関
係
が
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
征
西
府
が

対
外
関
係
を
推
進
す
る
上
で
、
貿
易
港
博
多
の
位
置
は
重
要
で
あ
っ
た
。
当
然
、
征
西
府
は
博
多
に
出
先
機
関
を
置
い
た
。
正
平
二
十
四

年
（
応
安
二

1
一
三
六
九
）
十
一
月
の
阿
蘇
惟
武
申
状
に
「
於
承
天
寺
襲
警
為
饗
庭
修
理
進
入
道
々
哲
奉
行
、
達
叡
覧
詑
」
と
あ
る
よ

う
に
、
承
天
寺
の
塔
頭
釣
寂
庵
が
博
多
に
お
け
る
征
西
府
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
少
弐
頼
澄
被
官
で
征
西
府
の
奉
行
人
で
も
あ
っ
た

饗
庭
道
哲
が
滞
在
し
、
訴
訟
関
係
文
書
を
棲
良
親
王
に
披
露
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
承
天
寺
の
釣
寂
庵
は
、
二
ニ
二
三
年
（
元
亨
三
・
至

治
三
）
に
元
か
ら
博
多
に
向
か
う
途
中
、
高
麗
沿
岸
で
沈
没
し
た
新
安
沈
没
船
の
木
簡
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
よ
う
に
、
対
外
関
係
に
関

係
の
深
い
塔
頭
で
あ
る
。
こ
こ
が
征
西
府
の
内
政
と
と
も
に
外
交
を
も
行
う
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

応
安
四
年
に
九
州
に
下
向
し
た
九
州
探
題
今
川
了
俊
は
、
翌
五
年
に
大
宰
府
か
ら
懐
良
親
王
を
逐
い
、
征
西
府
を
崩
壊
せ
し
め
た
。
今

川
了
俊
も
一
色
氏
の
先
例
に
な
ら
い
、
博
多
を
探
題
在
所
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
博
多
支
配
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら

か
に
で
き
な
い
。
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
に
肥
後
に
出
陣
中
で
あ
っ
た
了
俊
は
、
肥
後
国
山
鹿
か
ら
急
拠
博
多
に
移
動
し
た
。
こ
れ
は

高
麗
使
節
鄭
夢
周
が
禁
賊
の
た
め
来
日
し
、
博
多
に
到
着
し
た
た
め
、
こ
れ
を
応
援
す
る
た
め
の
帰
還
で
あ
っ
た
。
こ
の
外
交
使
節
来
日

に
よ
る
了
俊
の
博
多
帰
遺
は
、
か
つ
て
一
色
直
氏
が
代
官
の
報
告
に
よ
り
元
船
博
多
息
浜
着
岸
を
室
町
幕
府
に
注
進
し
た
事
例
を
想
起
さ

せ
る
。
お
そ
ら
く
了
俊
に
も
、
息
浜
津
代
官
幸
在
の
よ
う
な
代
官
が
博
多
も
し
く
は
患
浜
に
存
在
し
、
外
国
使
節
の
博
多
来
航
を
軍
陣
に

あ
っ
た
了
俊
の
も
と
に
報
告
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金



中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

室
町
前
期
に
は
、
南
北
朝
期
の
例
が
踏
襲
さ
れ
、
博
多
が
九
州
探
題
在
所
と
な
っ
た
。
渋
川
氏
は
石
城
管
事
と
し
て
被
官
板
倉
満
景
を

置
き
、
朝
鮮
使
節
の
来
日
時
に
は
博
多
護
送
代
官
に
伊
東
氏
を
任
じ
た
。
石
城
管
事
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
渋
川
氏

が
肥
前
に
没
落
す
る
と
、
少
弐
氏
・
大
友
氏
・
大
内
氏
と
い
っ
た
守
護
大
名
た
ち
が
筑
前
｜
博
多
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
争
奪
戦
を
展
開

す
る
。室

町
中
期
に
博
多
と
関
係
を
深
め
る
の
は
、
豊
後
の
大
友
氏
で
あ
る
。
永
享
元
年
二
四
二
九
）
七
月
、
大
友
持
直
は
初
め
て
朝
鮮
に

遺
使
し
、
「
今
石
城
冷
泉
津
、
為
我
之
有
意
、
中
国
外
邦
之
船
、
未
有
騒
樟
於
此
者
、
貴
朝
官
船
、
巳
著
本
津
管
内
合
島
、
風
路
有
使
、
護

送
得
達
赤
間
関
、
只
候
好
風
而
己
、
勿
為
不
虞
之
慮
」
と
の
べ
、
大
般
若
経
と
党
鐘
を
求
め
て
い
る
。
持
直
は
、
石
城
冷
泉
津
す
な
わ
ち

博
多
津
が
自
ら
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
朝
鮮
の
便
船
を
博
多
の
近
隣
の
合
島
（
相
島
か
）
か
ら
赤
間
関
ま
で
護
送
し

た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
石
城
冷
泉
津
は
、
前
後
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
実
際
に
は
博
多
全
域
で
は
な
く
、
旧
領
博
多
息

浜
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
大
友
氏
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
に
失
っ
た
息
浜
の
知
行
を
実
力
で
回
復
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
回
復

し
た
息
、
浜
の
領
有
は
、
基
本
的
に
戦
国
末
ま
で
継
続
し
た
。

室
町
期
に
お
け
る
大
友
氏
の
博
多
息
浜
代
官
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
は
、
田
原
貞
成
で
あ
る
。
『
海
東
諸
国
紀
』
で
は
、
田
原
貞
成
を
大

友
氏
の
「
博
多
代
官
」
と
す
る
が
、
「
正
任
記
」
文
明
十
年
十
月
二
十
六
日
条
に
「
大
友
領
当
津
興
浜
代
骨
己
と
あ
る
た
め
、
貞
成
は
大
友

氏
領
博
多
息
浜
代
官
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
大
友
氏
の
庶
流
田
原
氏
の
一
族
で
あ
る
が
、
詳
し
い
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
朝
鮮

に
対
し
て
は
、
「
筑
前
州
冷
泉
津
尉
兼
内
州
太
守
田
原
藤
原
貞
成
」
と
称
し
て
い
る
。
「
冷
泉
津
尉
」
と
い
う
名
称
の
官
職
は
存
在
し
な
い

が
、
冷
泉
津
が
博
多
の
異
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
博
多
代
官
を
意
識
し
た
呼
称
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
内
州
太
守
」
は
、
貞
成
の
官
途

河
内
守
を
示
し
て
い
る
。
貞
成
が
大
友
氏
被
官
の
武
士
で
あ
り
、
「
冷
泉
津
尉
」
と
称
し
、
博
多
代
官
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
渋
川
氏

被
官
で
石
城
管
事
を
称
し
た
板
倉
満
景
と
の
類
似
性
を
想
起
さ
せ
る
。
博
多
を
支
配
す
る
領
主
の
被
官
で
代
官
と
い
う
性
格
の
類
似
性
で

あ
る
。



田
原
貞
成
の
初
見
は
、
「
海
東
諸
国
紀
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
寛
正
二
年
こ
四
六
二
の
朝
鮮
へ
の
遣
使
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
貞
成

の
事
績
は
も
と
よ
り
、
ぞ
れ
以
前
の
大
友
氏
領
息
浜
代
官
も
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
寛
正
二
年
以
降
の
大
友
氏
の
博

多
息
浜
代
官
は
田
原
貞
成
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
以
前
の
永
享
元
年
か
ら
寛
正
元
年
ま
で
の
約
三
十
年
間
の
息
浜
代
官
は
国
内
史
料

か
ら
は
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

さ
て
、
息
浜
と
と
も
に
中
世
の
博
多
を
構
成
し
た
旧
博
多
部
は
い
か
な
る
支
配
関
係
が
室
町
期
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
旧
博
多
部
の

支
配
関
係
の
変
遷
を
明
瞭
に
物
語
る
の
は
、
「
御
油
座
文
書
写
」
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
永
一
挙
期
か
ら
天
文
期
ま
で
の
文
書
の
発
給
者
と
そ

の
性
格
を
検
討
す
る
と
、
時
期
的
に
八
期
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
永
享
三
年
ご
四
三
ご
四
月
H
H
大
内
氏
、
②
永
享
四
年
二

四
三
二
）
四
月

i
永
享
七
年
こ
四
三
五
）
二
月

1
宗
氏
、
③
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
五
月
1
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
二
月
l
大
内

氏
、
④
永
享
十
二
年
二
四
四

O
）
八
月
H
H
宗
氏
、
⑤
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
四
月
l
大
内
氏
、
⑥
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
二
月
1
五

月
1
宗
氏
、
⑦
文
明
三
年
こ
四
七
ご
四
月
1
宗
氏
、
③
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
十
一
月
1
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
四
月
1

大
内
氏
の
八
期
で
あ
る
。
関
係
文
書
に
よ
る
と
、
＠
期
と
⑦
期
の
聞
の
文
安
四
年
こ
四
四
五
）
墳
か
ら
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
ま
で

の
時
期
は
、
大
内
氏
が
筑
前
国
守
護
と
し
て
活
動
す
る
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
、
永
享
期
か
ら
天
文
期
ま
で
の
地
域
権

力
に
よ
る
旧
博
多
部
支
配
の
時
期
は
、
九
期
に
区
分
さ
れ
る
。
対
馬
宗
氏
は
、
か
つ
て
の
主
君
少
弐
氏
を
援
助
し
て
九
州
に
派
兵
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
宗
氏
が
文
書
を
発
給
し
て
い
る
時
期
の
博
多
の
名
目
上
の
支
配
者
は
少
弐
氏
で
あ
る
。
『
海
東
諸
国
紀
』
に
「
頼
忠
既
至
宰

府
、
令
貞
国
守
博
多
、
貞
国
身
留
愁
未
要
時
（
中
略
）
、
遣
唐
下
守
博
多
」
と
あ
る
よ
う
に
、
筑
前
を
回
復
し
た
少
弐
氏
は
大
宰
府
に
居
し
、

博
多
の
守
備
は
宗
氏
と
そ
の
家
臣
が
行
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
貿
易
に
多
大
の
権
益
を
有
す
る
宗
氏
に
と
っ
て
、
博
多
の
確
保
は
大
き
な

意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
至
る
地
域
権
力
に
よ
る
博
多
（
旧
博
多
部
・
息
浜
）
の
支
配
は
、
お
お
む
ね
表
2
の
よ

う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
室
町
期
の
旧
博
多
部
は
、
大
内
氏
と
少
弐
氏
（
宗
氏
）
の
聞
で
激
し
い
争
奪
戦
が
な
さ
れ
、
支
配
者
が
め
ま

中
世
都
市
博
多
と
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金
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ぐ
る
し
く
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
友
氏
領
息
、
浜
は
大
友
氏
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

地域権力による博多支配の状況

年代 西暦 旧博多部 息浜

元弘3・8・28 1333 つ 大友貞宗

貞和 2, 8. 11 1346 一色範氏 一色範氏

康安元 1361 征西府？ 征西府？

応、安5 1372 今川了俊？ 今川了俊？

応、永 3 1396 渋川満頼 渋川満頼

永享元 1429 つ 大友持直

永享3 1431 大内盛見 大友氏？

永享4 1432 宗貞盛 大友氏？

永享9 1437 大内持世 大友氏？

永亭12 1440 宗盛国 大友氏？

嘉吉3 1443 大内教弘 大友氏？

文安2 1445 宗盛家 大友氏？

文安4ごろ 1447 大内教弘 大友氏？

文明元 1469 宗貞国 大友親繁

文明10 1478 大内政弘 大友親繁

表 2



四

都
市
博
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と
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城
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」
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以
上
の
考
察
を
前
提
と
し
て
、
都
市
博
多
と
宗
金
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
博
多
の
自
治
形

成
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
博
多
に
お
け
る
自
治
都
市
形
成
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
不
明
な
点
が

多
い
。
ま
ず
南
北
朝
期
に
は
、
鎌
倉
中
期
ま
で
の
博
多
綱
首
に
代
わ
っ
て
博
多
町
衆
に
よ
る
住
民
文
化
の
形
成
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

時
衆
の
活
動
、
接
待
講
衆
に
よ
る
接
待
所
の
経
営
、
海
運
業
従
事
者
に
よ
る
講
衆
の
結
成
な
ど
、
博
多
町
衆
に
よ
る
多
面
的
な
宗
教
的
結

合
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
宗
教

i守
社
を
核
と
し
た
町
衆
の
結
合
で
あ
る
が
、
自
治
都
市
形
成
の
萌
芽
と
も
い
え
る
現
象
で
あ
る
。

室
町
期
に
は
、
明
や
朝
鮮
・
琉
球
と
の
貿
易
で
活
躍
し
た
博
多
貿
易
商
人
の
広
範
な
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
。
肥
富
・
宗
金
・
道
安
ら

は
そ
の
代
表
的
な
貿
易
商
人
で
あ
る
。
博
多
に
富
が
蓄
積
さ
れ
た
こ
の
時
代
の
自
治
形
成
の
状
況
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
南
北
朝

期
の
宗
教
l
土
寸
社
を
核
と
し
た
住
民
の
結
合
が
、
生
活
の
場
す
な
わ
ち
町
と
い
う
地
縁
的
な
結
合
に
次
第
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
史
料
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
た
だ
し
、
室
町
期
の
貿
易
・
圏
内
流
通
の
発
展
に
よ
っ
て
、
博
多
に

順
調
に
富
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
。
当
該
期
の
博
多
に
は
、
商
人
へ
の
富
の
蓄

積
を
阻
害
す
る
要
因
も
存
在
し
た
。
先
に
示
し
た
地
域
権
力
に
よ
る
博
多
の
領
有
と
争
奪
戦
が
そ
れ
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
受
職
倭
人

藤
九
郎
の
言
に
、
「
昔
日
大
内
・
小
ニ
殿
相
戦
時
、
他
富
人
未
免
兵
禍
、
宗
金
得
脱
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
蟻
烈
な
守
護
大
名
の
博
多
争
奪

戦
に
よ
っ
て
、
多
く
の
博
多
商
人
が
影
響
を
受
け
、
没
落
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
室
町
期
に
お
け
る
博
多
町
衆
の
結
合
の
問
題
は
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

博
多
に
お
け
る
自
治
の
実
態
が
明
確
に
な
る
の
は
、
十
六
世
紀
後
半
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
博
多
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
に
よ
っ
て
、

堺
と
同
様
、
町
人
に
よ
っ
て
市
政
が
運
営
き
れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
し
、
東
西
に
分
割
さ
れ
た
都
市
域
は
年
寄
・
月
役
と
い
っ
た

町
人
の
代
表
者
に
よ
っ
て
市
政
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金
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一」ノ、

室
町
時
代
の
宗
金
は
、
南
北
朝
時
代
の
博
多
の
町
衆
と
戦
国
時
代
後
期
の
博
多
の
年
寄
・
月
役
を
つ
な
ぐ
人
物
で
あ
る
が
、
冒
頭
で
も

述
べ
た
よ
う
に
都
市
博
多
と
の
関
係
を
明
確
に
示
す
史
料
は
現
存
し
な
い
。
自
治
都
市
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
室
町
期
の
博

多
は
、
自
治
都
市
の
萌
芽
か
ら
自
治
都
市
の
完
成
に
い
た
る
過
渡
的
な
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
金
が
室
町
期

の
博
多
を
代
表
す
る
「
富
商
」
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
「
石
域
管
事
」
を
都
市
博
多
の
代
表
者
す
な
わ
ち
戦
国
期
の
年

寄
に
相
当
す
る
役
職
と
解
釈
し
た
り
、
そ
れ
を
自
称
し
た
宗
金
を
、
即
座
に
室
町
時
代
の
博
多
の
年
寄
的
な
人
物
と
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

次
に
、
「
石
城
管
事
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
本
来
的
に
は
「
博
多
を
管
理
、
支
配
す
る
者
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
金
の
「
石

城
管
事
」
の
名
称
が
、
時
期
的
に
見
て
板
倉
満
景
の
呼
称
の
継
承
な
い
し
模
倣
と
い
う
性
格
を
持
つ
た
め
、
板
倉
満
景
の
博
多
に
お
け
る

位
置
づ
り
が
問
題
と
な
る
。
川
添
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
板
倉
満
景
は
探
題
渋
川
氏
の
博
多
支
配
・
九
州
経
営
に
関
わ
っ
た
家
臣
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
満
景
は
、
渋
川
氏
の
老
臣
で
、
博
多
代
官
と
位
置
づ
砂
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

九
州
探
題
渋
川
義
俊
は
、
応
永
三
十
二
年
こ
四
二
五
）
七
月
ご
ろ
、
少
弐
満
貞
・
菊
池
兼
朝
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、
没
落
し
た
。
こ

れ
以
降
、
永
事
元
年
（
一
四
二
九
）
の
大
友
持
直
に
よ
る
博
多
息
浜
回
復
ま
で
、
博
多
の
支
配
者
は
不
明
で
あ
る
。
少
弐
氏
・
大
内
氏
・

大
友
氏
な
ど
の
守
護
大
名
た
ち
が
そ
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
が
、
他
氏
を
排
除
し
て
領
有
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
金
が
朝
鮮
に
図
書
を
請
求
し
て
給
与
さ
れ
た
の
は
こ
の
応
永
三
十
二
年
（
世
宗
七
年
）
の
十
月
で
あ
る
し
、
「
石
城
管
事
」
を
称
し
た

の
は
翌
年
十
一
月
で
あ
る
か
ら
、
宗
金
の
受
図
書
人
化
と
石
城
管
事
の
自
称
化
は
、
と
も
に
渋
川
氏
の
没
落
を
大
き
な
契
機
と
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
博
多
の
領
有
者
渋
川
氏
が
没
落
し
、
「
石
城
管
事
」
板
倉
満
景
も
同
時
に
没
落
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
金
は
受
図
書
人
に
な

っ
て
正
式
な
朝
鮮
通
交
権
を
獲
得
し
、
あ
た
か
も
板
倉
満
景
と
同
じ
地
位
に
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
「
石
城
管
事
」
と
い
う
名
称
で
通

交
し
た
の
で
あ
る
。
渋
川
氏
の
没
落
に
よ
る
支
配
の
空
白
・
錯
綜
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
宗
金
が
「
石
城
管
事
」
を
自
称
し
た
の
は
、

板
倉
満
景
と
同
じ
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
朝
鮮
通
交
を
継
承
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
石



域
管
事
」
と
い
う
名
称
か
ら
、
都
市
博
多
の
代
表
者
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
博
多
の
支
配
者
層
は
混
乱
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
板
倉
満
景
の
よ
う
に
い
ず
れ
か
の
地
域
権
力
の
博
多
代
官
と
し
て
博
多
支
配
に
関
与
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

次
の
問
題
は
、
石
域
管
事
と
石
城
小
吏
が
同
義
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
同
義
と
す
る
傾
向
が
強
い
し
、
「
博
多
を

管
理
、
支
配
す
る
者
」
と
「
博
多
の
小
役
人
」
と
で
は
語
義
が
似
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
金
の
通
交
上
の
名
称
は
、
石
城
管
事
か
ら
永
享

元
年
こ
四
二
九

1
世
宗
十
二
に
石
城
小
吏
に
変
化
す
る
の
で
あ
り
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
ニ

l
世
宗
二
十
四
）
ま
で
石
城
小
吏
を
称

し
て
い
る
。
両
者
の
語
義
な
ら
び
に
宗
金
の
立
場
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
例
の
あ
る
石
城
管
事
の
方
が
朝
鮮
側
の
理
解
も
得
や
す
い

し
、
名
称
を
変
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
永
享
元
年
の
名
称
の
変
化
の
背
景
に
は
、
宗
金
の
意
識
上
あ
る
い
は
立
場
上
の
あ
る

変
化
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
、
石
城
管
事
と
石
城
小
吏
は
名
称
は
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
異
な
る

と
い
う
方
向
で
考
え
て
み
た
い
。

石
城
管
事
か
ら
石
城
小
吏
に
名
称
が
変
化
し
た
契
機
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
正
確
に
の
べ
る
と
、
変
化
の
時
期
は
、
正
長
元
年
（
一
四
二

八
日
目
世
宗
十
）
七
月
か
ら
永
享
元
年
九
月
の
聞
で
あ
る
。
こ
の
間
に
博
多
の
支
配
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
大

友
持
直
が
初
め
て
朝
鮮
に
通
交
し
、
博
多
は
今
自
分
が
領
有
し
て
い
る
と
の
べ
た
の
は
、
永
享
元
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
宗
金
の
通

交
名
称
の
変
化
の
時
期
と
同
時
期
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
名
称
の
変
化
は
、
こ
の
大
友
氏
に
よ
る
博
多
息
浜
の
領
有
回
復
と
関
連
す
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

宗
金
は
正
長
元
年
以
来
大
友
氏
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
た
。
正
長
元
年
に
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
、
九
州
の
威
権
は
大
友
・
大
内
二
氏
に

あ
る
と
の
べ
、
朝
鮮
か
ら
両
氏
へ
の
遺
使
を
勧
め
、
さ
ら
に
大
友
氏
の
意
を
受
げ
て
、
朝
鮮
に
田
犬
二
隻
を
請
い
、
永
事
二
年
に
は
「
大

友
殿
人
孫
七
等
十
八
名
」
の
送
還
に
関
与
し
て
同

r。
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
永
享
元
年
の
大
友
持
直
の
初
通
交
時
に
宗
金
も
同
時

に
朝
鮮
に
通
交
し
て
い
る
。
大
友
氏
の
朝
鮮
通
交
の
開
始
は
、
博
多
息
浜
の
領
有
回
復
が
直
接
の
契
機
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
博
多

商
人
宗
金
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
の
大
友
氏
の
朝
鮮
通
交
を
実
質
的
に
担
っ
た
の
は
宗
金
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

中
世
都
市
博
多
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大
友
氏
は
永
享
元
年
以
降
、
室
町
期
を
通
し
て
博
多
患
浜
の
領
有
を
確
保
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
氏
の
息
浜
代
官
は
、
寛
正
二
年

（
一
四
六
ご
以
後
朝
鮮
に
通
交
し
た
田
原
貞
成
ま
で
史
料
上
確
認
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
永
享
元
年
か
ら
寛
正
二
年
に

い
た
る
約
三
十
年
間
の
代
官
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
と
、
『
海
東
諸
国
紀
』
が
宗
金
を
「
石
城
府
代
官
」
と
す
る
こ
と
、
大
友
氏

と
宗
金
の
朝
鮮
通
交
上
の
密
接
な
関
係
、
さ
ら
に
は
宗
金
が
大
友
領
博
多
息
浜
に
居
住
す
る
息
浜
商
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
な

ど
を
総
合
す
る
と
、
「
石
城
小
吏
」
期
の
宗
金
は
、
大
友
氏
の
博
多
息
浜
代
官
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。
地
域
権

力
の
博
多
代
官
は
、
そ
の
家
臣
が
任
命
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
宗
金
の
場
合
、
博
多
を
代
表
す
る
貿
易
商
人
で
、
息
浜
に
居
住
す

る
富
商
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
朝
鮮
通
交
に
豊
富
な
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
例
の
抜
擢
を
う
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
初
、
大
友
氏
は
朝
鮮
通
交
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
都
市
博
多
息
浜
支
配
に
は
そ
れ
ほ
ど
力
を
注
が
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
う
し
た
事
情
に
よ
っ
て
、
大
友
氏
は
、
息
浜
代
官
に
家
臣
で
は
な
く
、
博
多
の
有
力
商
人
を
任
命
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

八

お
わ
り
に

宗
金
が
称
し
た
石
城
管
事
と
石
城
小
吏
は
、
語
義
的
に
は
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
異
な
り
、
前
者
は
板
倉
満
景
を
意
識
し
た

内
実
の
伴
わ
な
い
自
称
で
あ
り
、
後
者
は
大
友
氏
の
博
多
息
浜
代
官
を
意
味
す
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
一
応
の
結
論
で
あ
る
。
板
倉
満

景
と
宗
金
は
と
も
に
石
城
管
事
を
自
称
し
て
い
る
が
、
渋
川
氏
家
臣
と
博
多
商
人
と
い
う
相
違
も
含
め
て
、
実
態
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
宗
金
は
、
渋
川
氏
・
板
倉
氏
の
没
落
後
、
板
倉
満
景
が
称
し
て
い
た
石
城
管
事
の
称
号
を
名
乗
る
が
、
永
享
元
年

ご
ろ
の
大
友
氏
に
よ
る
博
多
息
浜
回
復
に
よ
っ
て
息
浜
代
官
に
任
命
さ
れ
、
名
称
も
石
城
小
吏
に
変
化
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
嘉
吉

か
ら
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
に
か
け
て
、
石
城
小
吏
か
ら
石
城
宗
金
に
変
化
す
る
が
、
こ
れ
は
宗
金
が
大
友
氏
領

二
年
（
一
四
四
二
）

博
多
息
浜
代
官
の
職
か
ら
離
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
の
研
究
史
と
私
見
と
の
関
係
を
の
べ
て
い
き
た
い
。
田
中
健
夫
氏
の
、
「
石
城
府
代
官
」
は
大
友
氏
の
代
官
を
さ
す
が
、
応
永
三
十



三
年
の
石
城
管
事
を
直
ち
に
石
城
府
代
官
と
同
一
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
指
摘
に
は
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
管
事
や

代
官
と
い
う
役
職
は
、
近
世
の
年
行
司
の
先
駆
的
形
態
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
本
来
的
に
管
事
・
代
官
は
、
地
域
権

力
の
博
多
支
配
を
担
う
家
臣
で
あ
り
、
博
多
町
人
に
よ
る
自
治
組
織
の
代
表
者
で
あ
る
戦
国
期
の
年
寄
や
近
世
の
年
行
司
と
は
性
格
を
異

に
し
て
い
る
。
あ
え
て
近
世
に
そ
の
系
譜
を
探
る
と
す
れ
ば
、
福
岡
藩
の
町
奉
行
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
川
添
昭
二
氏
の
、
宗
金

（
町
人
）
・
板
倉
満
景
（
武
士
）
両
者
の
石
城
管
事
は
向
一
で
な
い
と
言
う
指
摘
は
そ
の
通
り
で
あ
る
し
、
「
正
任
記
」
に
み
え
る
博
多
津
下

代
官
は
石
城
管
事
を
先
躍
と
す
る
と
い
う
見
解
も
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
大
友
氏
の
博
多
息
浜
代
官
田
原
貞
成
は
、
石
城
小
吏
宗
金
を

先
離
と
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

渋
川
氏
没
落
の
応
永
三
十
二
年
か
ら
、
大
友
氏
が
博
多
息
浜
を
回
復
す
る
永
享
元
年
ま
で
の
筑
前
l
博
多
を
め
ぐ
る
地
域
権
力
の
動
向

は
、
断
片
的
に
し
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
そ
の
研
究
成
果
い
か
ん
で
は
、
宗
金
が
称
し
た
石
城
管
事
・
石
城
小
吏
の
解
釈
も
変
わ
る
可

能
性
は
あ
る
。
本
稿
で
は
、
宗
金
を
戦
国
期
の
年
寄
で
は
な
〈
、
地
域
権
力
の
博
多
代
官
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
し
か

し
、
い
っ
ぽ
う
で
宗
金
が
室
町
期
の
博
多
を
代
表
す
る
貿
易
商
人
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
大
友
氏
の
代
官
と
し
て
の
宗
金
と
、
富

商
と
し
て
の
宗
金
を
ど
の
よ
う
に
統
一
的
に
捉
え
る
か
、
ま
た
、
室
町
期
に
お
け
る
都
市
自
治
形
成
の
あ
り
方
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

た
の
か
、j主

（1
）
宗
金
に
関
す
る
主
要
な
研
究
と
し
て
は
、
有
光
保
茂
「
博
多
商
人
宗
金
と
そ
の
家
系
」
（
「
史
淵
』
一
ム
ハ
、
一
九
三
七
年
）
、
田
中
健
夫
「
初

期
日
鮮
交
通
と
博
多
貿
易
商
人
」
（
『
朝
鮮
学
報
」
四
、
一
九
五
三
年
、
の
ち
「
日
鮮
貿
易
に
お
げ
る
博
多
商
人
の
活
動
」
と
改
題
し
、
同
「
中

世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
、
に
再
録
）
、
有
光
友
学
「
中
世
後
期
に
お
け
る
貿
易
商
人
の
動
向
」
（
静
岡
大
学

人
文
学
部
『
人
文
論
集
七
二
、
一
九
七
一
年
）
、
上
田
純
一
「
妙
楽
寺
と
博
多
商
人
｜
応
永
の
外
窓
を
め
ぐ
っ
て
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

九



中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金

。

編
『
異
国
と
九
州
』
雄
山
閣
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（2
）
田
中
健
夫
訳
注
『
海
東
諸
国
紀
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
に
よ
る
。

（3
）
「
世
祖
実
録
』
一
元
年
ご
四
五
五
）
七
月
丁
酉
条
。
な
お
、
「
李
朝
実
録
』
の
引
用
は
『
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
げ
る
日
本
史
料
集
成

朝
実
録
之
部
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
ー
に
よ
る
。

も（
4
）
こ
の
記
事
で
は
、
宗
金
は
図
書
を
末
子
に
伝
え
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
引
用
し
た
『
海
東
諸
国
紀
』
に
よ
る
と
、
宗
金
の
死
の
翌
年
に

図
書
を
受
給
し
た
の
は
、
宗
家
茂
で
あ
っ
た
。
家
茂
は
、
世
宗
十
五
年
二
四
一
二
三
）
以
来
朝
鮮
に
通
交
し
て
お
り
（
『
世
宗
実
録
』
＋
五
年
十
一

月
甲
申
条
）
、
「
吾
子
一
ニ
人
」
の
中
の
一
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宗
金
の
図
書
は
未
子
に
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。

（5
）
永
享
三
年
（
一
四
三
ご
八
月
十
日
、
室
町
幕
府
は
、
大
内
氏
の
長
門
守
護
代
内
藤
肥
後
入
道
智
待
に
「
宗
金
九
州
下
向
周
防
・
長
門
両
国
事
、

厳
密
致
警
園
、
無
其
煩
可
被
勘
過
之
、
次
来
年
二
月
上
洛
云
々
、
同
以
可
致
其
沙
汰
」
と
い
う
旨
の
足
利
義
教
袖
判
奉
行
人
連
署
奉
書
を
発
給

し
て
い
る
（
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
所
収
「
御
前
落
居
奉
書
」
）
。
こ
う
し
た
幕
府
の
警
固
・
勘
過
命
令
が
「
御
蓄
」
の
内
容
で
あ
っ

た
ろ
う
。

（6
）
例
え
ば
注
（
l
）
有
光
保
茂
論
文
。

（7
）
『
世
宗
実
録
」
一
一
年
（
一
四
二

O
）
十
一
月
己
丑
条
。

（8
）
『
世
宗
実
録
』
七
年
ご
四
二
五
）
十
月
笑
未
条
。

（9
）
同
前
。

（
叩
）
『
文
宗
実
録
』
零
年
（
一
四
五

O
）
一
二
月
突
未
条
。

（
日
）
注
（
1
〉
有
光
保
茂
論
文
。

（
ロ
）
注
（
1
）
回
中
論
文
。

（
日
）
宗
金
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
朝
鮮
に
通
交
し
、
「
石
城
県
小
吏
」
を
称
し
た
人
物
に
道
性
が
い
る
（
「
世
宗
実
録
」
二
十
一
年
（
一
四
三
九
）
三
月
己

笑
条
）
。
こ
の
人
物
は
、
宗
金
が
日
本
国
王
使
と
し
て
朝
鮮
に
遺
使
し
た
際
に
同
行
し
て
お
り
（
『
世
宗
実
録
』
十
二
年
二
四
三

O
）
ニ
月
壬
午
・

庚
寅
条
）
、
宗
金
と
同
様
、
博
多
商
人
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
判
明
し
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
事
実
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
た
い
。

李



（M
）
『
世
宗
実
録
』
即
位
年
（
一
四
一
八
）
十
月
乙
巳
条
、
同
一
冗
年
二
四
一
九
）
六
月
朔
日
条
、
同
十
年
（
一
四
二
八
）
二
月
甲
寅
条
。

（
日
）
田
村
洋
幸
「
中
世
日
朝
貿
易
の
研
究
」
三
六
八
頁
、
三
和
書
房
、
一
九
六
七
年
。

（M
）
川
添
昭
二
「
九
州
探
題
と
日
朝
交
渉
」
（
『
西
南
地
域
史
研
究
』
一
、
一
九
七
七
年
）
。

（
げ
）
前
掲
注
（
問
）
川
添
論
文
。

（
国
）
同
前
。

（
叩
）
村
井
章
介
校
注
「
老
松
堂
日
本
行
録
』
六
一
頁
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
。

（
加
）
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
五
九
、
六
三
、
七
六
、
一
七
八
、
一
八
六
頁
。
な
お
こ
の
伊
東
氏
は
日
向
の
伊
東
氏
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
（
川

添
昭
二
「
渋
川
満
頼
の
博
多
支
配
及
び
筑
前
・
肥
前
経
営
」
竹
内
理
三
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
続
荘
園
制
と
武
家
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

七
八
年
）
。

（
幻
）
佐
伯
弘
次
「
中
世
都
市
博
多
の
発
展
と
息
浜
」
（
川
添
昭
二
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
中
世
史
論
孜
』
文
献
出
版
、
一
九
八
七
年
）
。
以
下

の
本
節
の
記
述
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
本
論
文
に
よ
る
。

〈
担
）
『
園
太
暦
』
貞
和
六
年
四
月
十
四
日
条
、
同
条
所
収
貞
和
六
年
三
月
十
七
日
一
色
直
氏
書
状
。

（
お
）
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二

O
）
の
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
に
よ
る
と
、
朝
鮮
使
節
宋
希
環
一
行
が
博
多
に
到
着
し
た
時
、
九
州
探
題
が
室
町
幕

府
に
使
節
の
到
着
を
報
告
し
、
一
行
は
幕
府
か
ら
の
指
示
が
あ
る
ま
で
博
多
に
留
め
お
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
赤
間
関
・
兵
庫
で
も

行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
外
国
使
節
の
自
由
往
来
を
博
多
・
赤
間
関
・
兵
庫
で
匝
止
し
、
そ
こ
の
代
官
（
博
多
の
場
合
は
探
題
）
が
ま
ず
幕

府
に
報
告
し
、
幕
府
の
指
示
を
待
っ
て
使
節
の
進
退
を
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
た
。
貞
和
六
年
の
注
進
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
原
形
で

あ
る
と
い
え
る
。

（M
）
阿
蘇
家
文
書
（
瀬
野
精
一
郎
編
『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
四
巻
四
七
九
九
号
）
。
な
お
、
割
注
部
分
の
「
釣
寂
奄
」
の
読
み
な
ら
び
に
史
料
の

解
釈
は
、
川
添
昭
二
「
鎌
倉
末
期
の
対
外
関
係
と
博
多
1
新
安
沈
没
船
木
簡
・
東
福
寺
・
承
天
寺

i
」
（
大
隅
和
雄
編
「
鎌
倉
時
代
文
化
伝
播

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

（
お
）
深
堀
文
書
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
二
月
日
深
堀
時
勝
代
時
澄
箪
忠
状
（
『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
五
巻
五
四
五
一
一
号
）
。

（
加
）
川
添
昭
二
「
今
川
了
俊
の
対
外
交
渉
」
（
「
九
州
史
学
』
七
五
、
一
九
八
二
年
）
。

中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金



中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
一
事
」
宗
金

（
訂
）
『
世
宗
実
録
』
十
一
年
こ
四
二
九
）
七
月
甲
成
条
。

（
却
）
前
掲
注
（
幻
）
佐
伯
論
文
、
佐
伯
弘
次
「
博
多
と
大
友
氏
」
（
「
覇
権
を
め
ざ
し
た
英
雄
た
ち
！
大
友
宗
麟
と
そ
の
時
代
』
大
分
市
歴
史
資
料
館
、

一
九
九
二
年
）
。

（
却
）
外
山
幹
夫
「
大
友
氏
の
対
鮮
貿
易
」
（
同
『
大
名
領
国
形
成
過
程
の
研
究
』
雄
山
問
、
一
九
八
三
年
）
、
佐
伯
弘
次
前
掲
注
（
れ
）
・
（
却
）
論
文
。

（
却
）
宮
崎
宮
文
書
（
村
田
正
志
編
『
宮
崎
宮
史
料
』
宮
崎
宮
）
、
な
お
、
「
御
泊
座
文
章
一
閏
写
」
に
よ
る
室
町
・
戦
国
期
の
博
多
支
配
の
分
析
は
、
佐

伯
弘
次
「
大
内
氏
の
筑
前
国
支
配
｜
義
弘
期
か
ら
政
弘
期
ま
で
｜
」
（
川
添
昭
二
編
『
九
州
中
世
史
研
究
』
一
、
一
九
七
八
年
）
で
行
っ
た
。

（
幻
）
前
掲
注
（
却
）
佐
伯
論
文
。

（
招
）
川
添
昭
二
「
南
北
朝
期
博
多
文
化
の
展
開
と
対
外
関
係
」
（
『
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
地
域
に
お
け
る
国
際
化

の
歴
史
的
展
開
に
関
す
る
総
合
研
究
｜
九
州
地
域
に
お
け
る
｜
』
研
究
代
表
者
川
添
昭
二
、
一
九
九
O
年）。

（
お
）
中
世
博
多
の
自
治
に
つ
い
て
き
同
及
し
た
論
考
は
多
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
佐
伯
弘
次
「
自
治
都
市
博
多
」
（
朝
日
新
聞
福
岡
本
部
編
『
は
か

た
学
四
匙
る
中
世
の
博
多
』
葦
書
房
、
一
九
九
O
年
）
を
参
照
。

（
出
）
本
多
美
穂
「
室
町
時
代
に
お
け
る
少
弐
氏
の
動
向
｜
貞
頼
・
満
貞
期
！
」
（
『
九
州
史
学
』
九
一
号
、
一
九
八
八
年
）
。
な
お
、
こ
の
事
件
に

よ
っ
て
渋
川
氏
一
族
は
分
散
し
、
渋
川
頼
濡
は
上
京
し
、
義
俊
は
筑
後
国
に
執
寓
居
し
た
と
い
う
（
川
添
昭
一
一
「
九
州
探
題
の
衰
滅
過
程
」
『
九
州

文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
三
号
、
一
九
七
八
年
三

（
お
）
初
期
の
宗
金
の
朝
鮮
通
交
は
、
板
倉
満
景
と
同
時
に
通
交
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
た
と
え
ば
、
『
世
宗
実
録
』
二
年
ご
四
ニ

O
）
十
一
月
己

丑
条
）
。
板
倉
満
景
の
朝
鮮
貿
易
を
実
際
に
博
多
で
担
っ
て
い
た
の
は
、
宗
金
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
お
）
前
掲
注
（
1
）
田
中
論
文
。

（
訂
）
前
掲
注
（
幻
）
佐
伯
論
文
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、

一
九
九
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
C
「
中
世
都
市
博
多
と
日
朝
関
係
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


